


　

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
は
本
当
に

様
々
な
こ
と
が
起
き
た
年
で
し
た
。

　

春
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
３
月
11
日
、

東
北
の
太
平
洋
岸
を
中
心
に
、
甚
大
な
被

害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
。
そ
の
被
害

は
直
接
的
に
震
災
地
と
な
ら
な
か
っ
た
仙

北
市
も
飲
み
込
み
、
現
在
も
観
光
商
工
分

野
は
大
打
撃
を
被
っ
て
い
ま
す
。
福
島
第

１
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
市
内
の
農

業
や
林
産
業
、
内
水
面
に
携
わ
る
方
々
に

と
っ
て
大
き
な
懸
念
材
料
で
す
。
そ
ん
な

中
で
も
、
市
民
の
皆
様
は
、
災
害
が
発
生

し
た
直
後
か
ら
救
援
物
資
の
提
供
、
炊
き

出
し
、
心
の
ケ
ア
に
い
た
る
ま
で
、
多
彩

な
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
大
反
省
が
必
要
な
事
案
は
、
所
得
税

還
付
等
問
題
で
す
。
市
民
の
み
な
ら
ず
県
・

県
民
の
皆
様
に
も
多
大
な
ご
迷
惑
と
ご
心

配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
改
め
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

関
係
職
員
の
処
分
は
、

12
月
21
日
に
発
令
し
ま
し
た
。
停
職
６
ヶ

月
２
名
、
停
職
３
ヶ
月
１
名
、
停
職
１
ヶ

月
３
名
、減
給
10
分
の
１
（
１
ヶ
月
）
１
名
、

戒
告
３
名
、
訓
告
11
名
、
厳
重
注
意
５
名

で
、
総
勢
26
名
で
す
。
石
山
修
副
市
長
は

事
務
方
ト
ッ
プ
と
し
て
引
責
辞
任
、
市
長

の
私
は
条
例
改
正
の
上
で
、
さ
ら
な
る
報

酬
削
減
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
再
発
防
止

策
に
も
着
手
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
国
や

県
な
ど
各
機
関
に
対
し
、
過
大
受
給
分
の

返
納
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。
正
す
べ
き
を

正
し
な
が
ら
、
何
よ
り
も
市
民
の
皆
様
の

信
頼
回
復
に
努
め
る
こ
と
を
お
誓
い
し
ま

す
。
何
度
お
詫
び
を
申
し
上
げ
て
も
足
り

な
い
位
で
す
。
本
当
に
済
み
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　

※

　

一
方
、
昨
年
は
今
後
の
市
勢
に
弾
み
が

つ
く
喜
ば
し
い
出
来
事
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
ク
ニ
マ
ス
の
発
見
を
機
に
、
山
梨
県

富
士
河
口
湖
町
と
の
交
流
が
具
体
化
し
た

こ
と
、
長
崎
県
大
村
市
長
と
の
懇
談
で
、

長
く
休
止
し
て
い
た
子
ど
も
交
流
の
復
活

を
双
方
で
望
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
こ
と
、
玉
川
温
泉
と
台
湾
北
投
温
泉
の

温
泉
連
携
協
定
で
、
東
ア
ジ
ア
圏
域
の
温

泉
交
流
が
見
え
て
き
た
こ
と
等
々
。
今
年

は
国
内
外
交
流
が
加
速
す
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
情
報
時
代
に
対
応
し
、
産
業
対
策
・

定
住
対
策
に
不
可
欠
と
考
え
て
い
た
全
市

光
ケ
ー
ブ
ル
網
の
実
現
が
、
平
成
25
年
度

前
後
で
完
了
で
き
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に

産
業
振
興
基
本
条
例
・
市
民
読
書
条
例
な

ど
が
制
定
さ
れ
、
各
分
野
で
具
体
政
策
が

進
む
環
境
が
格
段
に
進
展
で
き
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
要
望
の
続
く
保
育
園
・
幼
稚

園
の
待
機
児
童
解
消
は
、
今
年
の
当
初
予

算
で
解
決
の
糸
口
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た

福
祉
向
上
の
た
め
、
施
設
整
備
や
人
材
育

成
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

　

農
畜
連
携
事
業
と
し
て
、
県
外
の
畜
産

会
社
と
大
規
模
肉
用
牛
団
地
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
来
年
に
は
市

内
で
の
大
規
模
肉
用
牛
団
地
の
実
現
を
目

指
し
、
基
礎
計
画
の
策
定
に
向
け
て
関
係

団
体
等
と
協
議
を
行
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
畜
産
振
興
の
ほ
か
、
畜
産
を
活

か
し
た
新
た
な
転
作
作
物
（
新
規
需
要
米

等
）
の
導
入
が
容
易
と
な
る
こ
と
か
ら
、

耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
も
有
効
な
手
段

の
一
つ
で
、
農
業
環
境
保
全
や
農
業
所
得

の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
ま
た
震
災
後
の
作
物
団
地
育
成
を

目
指
し
、
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
ブ

ナ
森
牧
場
跡
地
を
活
用
し
た
栽
培
実
証
な

ど
も
、
規
模
を
拡
大
し
て
取
り
組
む
予
定

で
す
。
遅
れ
て
い
た
土
地
改
良
事
業
も
や
っ

と
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

震
災
後
、
社
会
の
仕
組
み
や
価
値
観
が

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
仙
北
市
は

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
急
ぐ
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
の
正
常
運
転
を
目
指
し
ま
す
。
加
え

て
電
気
自
動
車
事
業
、
小
水
力
発
電
事
業

を
標
榜
し
ま
す
。

　

市
立
角
館
総
合
病
院
の
新
築
は
平
成
26

年
秋
を
目
処
に
設
定
、
議
会
に
は
特
別
委

員
会
の
設
置
も
い
た
だ
き
議
論
が
本
格
化

し
て
い
ま
す
。
懸
案
だ
っ
た
角
館
高
校
と

角
館
南
高
校
の
統
合
は
、
県
の
整
備
計
画

に
何
と
か
間
に
合
い
、
平
成
24
年
度
内
に

は
基
本
・
実
施
設
計
が
組
ま
れ
る
は
ず
で

す
。
角
館
高
校
校
舎
は
平
成
25
年
度
に
耐

震
改
修
工
事
に
着
手
し
、
26
年
度
に
は
角

館
南
高
校
校
舎
を
活
用
し
て
統
合
高
校
を

ス
タ
ー
ト
。
27
年
度
か
ら
は
全
日
制
校
舎

（
現
角
館
高
校
校
舎
）
の
使
用
を
始
め
、
ま

た
定
時
制
校
舎
（
現
角
館
南
高
校
校
舎
）

の
耐
震
改
修
、
大
曲
養
護
学
校
仙
北
地
区

分
校
（
仮
称
）
の
新
校
舎
建
設
を
実
施
す

る
予
定
で
、
28
年
度
か
ら
は
定
時
制
の
新

校
舎
を
、
ま
た
大
曲
養
護
学
校
仙
北
地
区

分
校
（
仮
称
）
の
新
校
舎
を
使
用
可
能
に

し
た
い
と
い
う
の
が
県
の
計
画
で
す
。

　

年
末
に
な
っ
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、

地
域
運
営
体
の
全
地
域
設
立
で
す
。
今
年

か
ら
は
当
初
の
計
画
通
り
、
９
つ
の
地
域

運
営
体
が
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
、
地
域

防
災
や
見
守
り
活
動
を
本
格
展
開
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
で
様
々
な
課
題
の
存
在

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
対
応
し
、
時
間
を
か
け
て
成
熟
し
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
運
営
体
の
横
の

繋
が
り
を
深
め
る
連
絡
協
議
会
（
仮
称
）

も
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

※

　

各
事
業
が
こ
こ
に
辿
り
着
く
ま
で
、
市

民
の
皆
様
か
ら
２
年
の
時
間
と
多
く
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
が
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
「
明
日
を
創
る
８
つ
の
約
束
（
40
政

策
）」
は
、
進
捗
状
況
を
分
析
す
る
検
証
事

業
を
除
く
全
て
に
着
手
済
み
で
す
。

　

し
か
し
市
民
の
皆
様
か
ら
す
れ
ば
、
ど

の
よ
う
な
変
革
が
進
ん
で
い
る
の
か
実
感

で
き
な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。
物
品
調

達
業
務
委
託
の
市
内
発
注
制
度
で
、
市
発

注
の
工
事
業
務
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年

度
の
88
％
か
ら
10
％
積
み
上
げ
が
で
き
た

な
ど
、
具
体
的
な
成
果
が
見
え
て
き
た
事

例
が
少
な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
公
約
の

中
心
的
な
位
置
付
け
と
し
た
所
得
を
10
％

増
の
約
束
は
、
基
準
年
と
し
た
平
成
18
年

度
の
一
人
あ
た
り
１
７
２
万
円
か
ら
、
平

成
20
年
度
で
は
１
６
９
万
円
に
下
が
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
任
期
は
折
り
返
し
に
入
っ

て
い
ま
す
。
市
職
員
の
意
識
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
や
行
財
政
改
革
と
同
じ
レ
ベ

ル
で
、
所
得
ア
ッ
プ
対
策
に
真
っ
向
か
ら

立
ち
向
か
う
覚
悟
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

※

　

昨
年
の
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
、
今
年
、

仙
北
市
は
様
々
な
分
野
の
全
国
大
会
の
会

場
に
な
り
ま
す
。
日
本
温
泉
気
候
物
理
医

学
会
総
会
・
学
術
総
会
（
６
月
７
日
～
10

日
予
定
）、
日
本
む
か
し
話
し
大
学
全
国
大

会
（
６
月
23
日
～
24
日
予
定
）、
全
国
火
山

砂
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
総
会
（
10
月
18
日
～
19

日
）、
祭
屋
台
等
製
作
修
理
技
術
者
研
修
会

…
、
賑
や
か
な
１
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
行
政
内
部
で
起
こ
っ
た
問
題
を

隠
す
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
常
に
オ
ー
プ
ン

で
、
ま
た
元
気
と
笑
顔
で
、
今
年
も
郷
土

づ
く
り
を
進
め
る
エ
ン
ジ
ン
に
な
り
ま
す
。

　

自
然
の
脅
威
が
牙
を
剥
い
た
ら
、
人
間

は
全
く
無
力
で
す
が
、
震
災
復
興
は
、
人

と
人
の
助
け
合
い
、
人
間
力
で
勝
負
で
す
。

今
を
こ
こ
で
過
ご
せ
る
、
仕
事
に
打
ち
込

め
る
こ
と
に
感
謝
し
、
謙
虚
に
、
そ
し
て

大
胆
に
時
を
重
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
叱
咤
激
励
を
、
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
畏
怖
と
反
省
、
そ
し
て
希
望

仙
北
市
長　

　
　

門
　
脇
　
光
　
浩
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特
別
会
計

会計名 歳入額 歳出額 差引額
集中管理 4,669,469 千円 4,669,469 千円 0 千円
下水道事業 904,931 千円 903,024 千円 1,907 千円
集落排水事業 328,539 千円 328,440 千円 99 千円
浄化槽事業 108,320 千円 108,215 千円 105 千円
国民健康保険（事業勘定） 3,792,165 千円 3,636,870 千円 155,295 千円
国民健康保険（田沢診療施設勘定） 45,264 千円 30,941 千円 14,323 千円
国民健康保険（神代診療施設勘定） 141,659 千円 103,882 千円 37,777 千円
老人保健医療 87 千円 87 千円 0 千円
後期高齢者医療 266,822 千円 265,844 千円 978 千円
介護保険 720,544 千円 679,831 千円 40,713 千円
生保内財産区 114,417 千円 92,699 千円 21,718 千円
田沢財産区 37,454 千円 26,876 千円 10,578 千円
雲沢財産区 3,215 千円 2,963 千円 252 千円
簡易水道事業 222,875 千円 222,683 千円 192 千円

会計名 区分 収入額 支出額 差引額

病院事業会計（角館）
収益的支出 4,257,480 千円 4,266,547 千円 △ 9,067 千円
資本的支出 113,146 千円 179,357 千円

病院事業会計（田沢湖）
収益的支出 1,023,615 千円 1,111,571 千円 △ 87,956 千円
資本的支出 47,756 千円 71,750 千円

病院事業会計（合計）
収益的支出 5,281,095 千円 5,378,118 千円 △ 97,023 千円
資本的支出 160,902 千円 251,107 千円

温泉事業会計
収益的支出 42,874 千円 32,048 千円 10,826 千円
資本的支出

水道事業会計（上水道）
収益的支出 272,613 千円 264,410 千円 8,203 千円
資本的支出 141,875 千円 194,199 千円

水道事業会計（簡易水道）
収益的支出 64,692 千円 60,362 千円 4,330 千円
資本的支出 9,342 千円 17,083 千円

水道事業会計（合計）
収益的支出 337,305 千円 324,772 千円 12,533 千円
資本的支出 151,217 千円 211,282 千円

企
業
会
計

平
成
22
年
度
決
算
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

●
問
合
せ
／

　
仙
北
市
財
政
課

　

（
43
）
１
１
１
３

　
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総

額
の
１
８
７
億
８
０
４
１
万
３
千
円
に
対
し
、
歳
出
総
額

は
１
８
３
億
８
２
３
６
万
３
千
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

３
億
９
８
０
５
万
円
の
黒
字
で
、
翌
年
度
へ
事
業
を
繰
り
越
す

６
３
６
９
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
３
億
３
４
３
６
万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
基
金
現
在
高

　
33
億
７
２
４
５
万
８
千
円

　
財
源
不
足
へ
の
備
え
や
、
地
域
振

興
な
ど
の
特
定
目
的
に
活
用
す
る
た

め
の
積
立
金
の
現
在
高
で
す
。

◆
地
方
債
現
在
高

　
２
５
０
億
４
１
４
４
万
１
千
円

　
道
路
、
河
川
、
学
校
な
ど
の
施
設

整
備
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
地
方
債

（
長
期
借
入
金
）
の
現
在
高
で
す
。

◆
財
政
力
指
数
　
０
・
２
６
５

　
財
政
力
を
表
す
指
標
で
、「
標
準
的

な
行
政
を
行
う
た
め
に
必
要
な
財
源

（
基
準
財
政
需
要
額
）
に
対
す
る
市
税

等
自
主
財
源
（
基
準
財
政
収
入
額
）

の
割
合
）」
の
過
去
３
年
の
平
均
値
で

す
。「
１
」
に
近
い
ほ
ど
財
源
に
余
裕

が
あ
り
、
地
方
交
付
税
や
補
助
金
等

へ
の
依
存
度
が
高
い
ほ
ど
低
く
な
り

ま
す
。

　
仙
北
市
は
市
税
の
割
合
が
歳
入
の

14
・
３
％
で
県
内
の
多
く
の
市
町
村

と
同
様
に
、
地
方
交
付
税
等
へ
の
依

存
度
（
50
・
５
％
）
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

◆
経
常
収
支
比
率
　
89
・
３
％

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
表
す
指
標

で
、
市
税
や
地
方
交
付
税
等
の
一
般

財
源
を
人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費

等
の
経
常
的
経
費
に
ど
の
く
ら
い
充

当
し
て
い
る
か
を
表
し
ま
す
。
こ
の

比
率
が
高
い
ほ
ど
、
公
共
事
業
等
の

臨
時
的
経
費
に
充
て
る
経
常
一
般
財

源
の
余
裕
が
な
く
、
財
政
は
硬
直
化

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
仙
北
市
は
、
昨
年
度
（
92
・
２
％
）

と
比
較
し
て
２
・
９
％
改
善
し
て
い
ま

す
。

◆
実
質
公
債
費
比
率
　
19
・
２
％

　
標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

た
め
の
財
政
規
模
（
標
準
財
政
規
模
）

に
対
す
る
公
債
費
（
地
方
債
の
元
利

償
還
金
、
下
水
道
や
病
院
等
の
元
利

償
還
金
に
対
す
る
負
担
金
、
繰
出
金

等
も
含
む
）
の
割
合
で
す
。
こ
の
比

率
が
高
い
ほ
ど
、
財
政
の
硬
直
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
18
％
未
満
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
、
25
％
を
超
え
る
団
体

は
、
地
方
債
の
一
部
が
制
限
さ
れ
ま

す
。

　
仙
北
市
は
、
こ
れ
ま
で
の
病
院
事

業
会
計
へ
の
繰
出
金
や
下
水
道
、
道

路
等
の
施
設
整
備
に
充
て
た
地
方
債

の
償
還
が
ピ
ー
ク
の
時
期
を
迎
え
て

い
る
た
め
、
こ
こ
数
年
20
％
前
後
の

数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入総額 18,780,413 千円

地方交付税 9,486,771 千円（50.5％）

市税 2,681,755 千円（14.3％）

市債 1,847,500 千円（9.8％）

国庫支出金 1,569,644 千円（8.4％）

県支出金 907,107 千円（4.8％）

諸収入 891,896 千円（4.8％）

地方消費税
交付金

288,969 千円（1.5％）

繰越金 277,282 千円（1.5％）

使用料および
手数料

275,855 千円（1.5％）

地方譲与税 250,267 千円（1.3％）

その他 303,367 千円（1.6％）

・ 分担金および
負担金

113,781 千円（0.6％）

・ 地方特例交付金 52,432 千円（0.3％）

・ 自動車取得税
交付金

46,885 千円（0.3％）

・ 財産収入 43,677 千円（0.2％）

・ 繰入金 20,431 千円（0.1％）

・ 寄附金 12,592 千円（0.1％）

・ 利子割交付金 6,475 千円（0.0％）

・ 交通安全対策特
別交付金

4,598 千円（0.0％）

・ 配当割交付金 2,010 千円（0.0％）

・ 株式等譲渡所得
割交付金

486 千円（0.0％）

決算額（決算額構成比）

歳出総額 18,382,363 千円

民生費 4,530,410 千円（24.6％）

公債費 3,246,426 千円（17.7％）

総務費 2,557,776 千円（13.9％）

衛生費 2,051,909 千円（11.2％）

教育費 1,807,848 千円（9.8％）

土木費 1,420,315 千円（7.7％）

農林水産費 827,374 千円（4.5％）

商工費 708,459 千円（3.9％）

消防費 663,581 千円（3.6％）

その他 568,265 千円（3.1％）

・ 労働費 218,100 千円（1.2％）

・ 議会費 165,477 千円（0.9％）

・ 災害復旧費 147,494 千円（0.8％）

・ 諸支出金 37,194 千円（0.2％）

決算額（決算額構成比）

歳出決算額を
人口一人当たりで見れば

民生費 149,934 円

子どもやお年寄りなど

の福祉のために

公債費 107,441 円

市の借金の返済に

総務費 84,650 円

行政運営のために

教育費　59,831 円

学校などの整備や教育

振興のために

衛生費   67,908 円

ごみ処理や市民の健康

のために

土木費　47,005 円

道路や公園の整備など

まちづくりのために

商工費　23,446 円 消防費　21,961 円

火災・自然災害などの

防災活動のために

人口　30,216人（平成 23年 3月 31 日現在）

その他　18,807 円

平成22年度仙北市決算状況

財
政
指
標
に
つ
い
て

農林水産業の振興と

育成のために

観光や商工業の振興

のため

農林水産業費
　　　　27,382 円



　

作
文
を
通
じ
中
学
生
の
皆
さ
ん
に

税
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
正
し
い

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
国
税

庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が

共
催
で
募
集
し
て
い
た
「
税
に
つ
い

て
の
作
文
」
で
、
こ
の
ほ
ど
千
葉
天

馬
さ
ん
（
角
館
中
学
校
3
年
）
の
作

品
「
消
費
税
の
大
切
さ
」
が
仙
北
地

域
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
特
別
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
き
た
う
ら

ア
ク
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
、
11
月

17
日
に
秋
田
県
知
事
・（
財
）
秋
田
県

体
育
協
会
会
長
か
ら
、
地
域
の
核
と

し
て
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活

動
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

秋
田
県
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

き
た
う
ら
ア
ク
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

秋
田
県
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
認
定

代表の梁田純一郎さん（中央）、渡辺友康
さん（左）

仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
研
修
会

ス
ポ
少
か
ら
学
ぶ
教
育
的
要
素
は
多
い

　

12
月
11
日
、
角
館
樺
細
工
伝
承
館

を
会
場
に
、
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
研
修
会
が
行
わ
れ
、
市
内
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
指
導
者
や
保
護
者
、
学
校

関
係
者
な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
で
は
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
の
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
、
筑
波

大
学
名
誉
教
授　

萩
原
武
久
氏
の
「
望

ま
し
い
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
を
求

め
て
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

萩
原
氏
は
「
ス
ポ
少
か
ら
学
ぶ
教

育
的
要
素
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
指
導

者
や
保
護
者
が
そ
れ
ら
を
理
解
し
サ

ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

仙
北
市
交
通
安
全
母
の
会
の
会
員

が
、
11
月
に
市
内
の
高
齢
者
世
帯
と

市
内
全
小
学
校
３
年
生
を
対
象
に
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
秋
田
県
交
通
安
全

母
の
会
連
合
会
と
一
丸
と
な
っ
て
展

開
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
ま

す
。
交
通
事
故
に
は
十
分
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
と
親
・
高
齢
者
交
通
安
全
意
識
啓
発
事
業

冬
到
来
！
交
通
事
故
か
ら
身
を
守
ろ
う

ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
水
野
社
長
講
演
会

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
で
秋
田
に
元
気
を

　

12
月
11
日
、
西
明
寺
小
学
校
で
同

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
す
る
講
演
会

が
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
・
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
水

野
勇
気
社
長
を
迎
え
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ　

１

年
目
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
て
」
と
題
し
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

た
経
緯
や
、
チ
ー
ム
と
地
域
の
関
わ

り
方
な
ど
を
紹
介
し
た
水
野
社
長
。

「
皆
さ
ん
に
可
能
性
が
あ
る
事
を
ノ
ー

ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
が
日
本
一
に
な
る

こ
と
で
み
せ
た
い
。
み
ん
な
と
一
緒

に
秋
田
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
講
演

し
、
集
ま
っ
た
児
童
、
父
兄
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
秋
田
美
人
１
０
０
人
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
参
加
者
に
対
す
る
溝
端
宏
観

光
庁
長
官
か
ら
の
感
謝
状
贈
呈
式
が
、

12
月
19
日
、
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
ガ
ー
デ

ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

溝
端
長
官
か
ら
は
「
秋
田
に
誇
り

を
持
っ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
姿
に
感
動
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
が
復
興
や
観
光

に
貢
献
し
た
」
と
ビ
デ
オ
で
感
謝

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
、
田
沢

湖
・
角
館
観
光
連
盟
の
安
藤
大
輔
副

会
長
は
「
秋
田
美
人
は
観
光
資
源
と

し
て
の
価
値
が
あ
る
。
48
の
企
業
が

参
加
し
、
地
域
全
体
と
し
て
取
り
組

み
、
10
月
以
降
の
集
客
に
効
果
が

あ
っ
た
」
と
あ
い
さ
つ
。
参
加
者
か

ら
は
「
地
域
に
貢
献
で
き
て
う
れ

し
い
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
参
加
し

た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
協
力
し

た
企
業
や
個
人
に
対
し
、
同
連
盟
佐

藤
和
志
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

溝
端
宏
観
光
庁
長
官
、
ビ
デ
オ
で
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
秋
田
美
人
１
０
０
人
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
感
謝
状
贈
呈
式

秋
田
美
人
１
０
０
人
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン:

仙
北
市
を
中
心
と
し
た
20
か
ら
60
代
の

秋
田
美
人
１
１
４
人
が
、
10
月
１
日
に

東
京
都
内
で
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。

東
日
本
大
震
災
で
落
ち
込
ん
だ
観
光
客

を
呼
び
戻
そ
う
と
、
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
配
り
秋
田
県
・
仙
北
市

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

千
葉
天
馬
さ
ん
（
角
中
３
年
）
受
賞

　

12
月
１
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の

厚
生
労
働
省
（
中
央
合
同
庁
舎
）
で

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
が
行
わ
れ
、
藤

原
剛
氏
（
角
館
町
）
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

藤
原
氏
は
、
仙
北
市
遺
族
連
合
会

会
長
、
秋
田
県
遺
族
連
合
会
理
事
と

し
て
、
多
年
に
わ
た
り
援
護
事
業
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

藤
原
剛
氏
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

援
護
事
業
に
貢
献
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２

３
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　東日本大震災は、岩手県、宮城県、福島県の東北
３県を中心に甚大な被害を及ぼしましたが、被災地
では、現在も大量のガレキがあり、復旧・復興の足
かせになっています。
　秋田県は、平成 23 年 12 月 8 日、広域処理を依頼
されている岩手県沿岸北部 4 市町村（久慈市・洋野町・
野田村・普代村）の廃棄物放射線濃度が国で示した
安全指数を下回るため、受入れを前提に岩手県と協
議することを表明しています。
　こうした状況を受けて、仙北市では、関係部局長
で構成する検討チームにより受入れについて検討を
進めているほか、現地に職員を派遣し調査を行って
きました。今後、受け入れの条件等について、広く
市民の皆さんのご理解のもとに検討を進めたいと考
えています。
　つきましては、次の日程で、説明会及び意見交換
会を開催しますので、皆さんのご参加をお願いしま
す。なお、当日は、市長や関係職員のほか、国、県
の担当者の出席も予定しています。

【田沢湖地区】
●日時／1月9日（月）　14：00 ～
●場所／田沢湖総合開発センター　大集会室

【西木地区】
●日時／1月10日（火）　18：00 ～
●場所／西木総合開発センター　集会室

【角館地区】
●日時／1月11日（水）　18：00 ～
●場所／角館交流センター　第 1 会議室

●問合せ／環境保全センター　 54-3305

「岩手県の災害廃棄物に係る
広域処理についての説明会及び
市民意見交換会」を開催します

●内容／お一人様一泊の宿泊金額のうち、3,000 円を 
　割引きします。
●応募資格／秋田県民であればどなたでも。県内で
　働いている方、県内の学校に通学の方も OK。
●応募期限／1月13日（金）（当日到着分まで）
●対象施設／市内宿泊施設
●応募方法／住所、氏名、年齢を明記のうえ、ハガキ・
　FAX・メールで応募ください。
●抽選日／【第 4 弾】1 月 16 日（月）
※応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。
●当選者発表／1月17日（火）に当選者へ郵送します。
●利用期間／【第 4 弾】1 月 20 日（金）～ 3 月 27 日（火）
●申込先・問合せ／
　〒 014-0318　仙北市角館町中町 36
　仙北市観光商工部観光課
　 43-3352　FAX 54-4102
　E-mail　kanko@city.semboku.akita.jp

第4弾　500名様へ
仙北市 “冬から春へ ”
宿泊クーポン券プレゼント

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

semboku city information

雪に関する相談窓口のお知らせ

　除雪等、雪に関するご相談がありましたら、下記
の担当にご連絡ください。
　相談内容により、担当部署に電話を転送すること
があります。
　また、土・日曜日、祝日は日直が電話をお取り次
ぎしますが、すぐに対応できない場合がありますの
で、ご了承願います。

道路除雪・流雪溝
に関すること

【平日】　8：30 ～ 17：15
　建設課　43-2294

【土・日曜日、祝日】8：30 ～ 17：15
　各庁舎日直取次
　・田沢湖　 43-1111
　・角館　　 43-3309
　・西木　　 43-2200 高齢者世帯等除排雪支援

に関すること
【平日】　8：30 ～ 17：15

　長寿支援課　 43-2281
　田沢湖地域センター　 43-1115
　角館地域センター　 43-3309
　西木地域センター　 43-2200

雪害、その他災害等
に関すること

【平日】　8：30 ～ 17：15
　環境防災課交通防災係　 43-3308

【夜間、土・日曜日、祝日】
　環境防災課　
　※緊急時に限ります。
　 080-1677-7020
　 080-1677-7021
　 090-2796-3972

●豪雪となった場合の相談窓口などの体制は、
　あらためてお知らせします。

●新たに戦傷病者の妻となられた場合
　◆平成 15 年 4 月 2 日から平成 23 年 4 月 1 日の間
　　に、夫が戦傷病者として、増加恩給、傷病年金、
　　特例傷病恩給、障害年金等を初めて受けること
　　となった場合に、その妻に支給します。
　◆平成 15 年 4 月 2 日から平成 23 年 4 月 1 日の間
　　に、これらの年金を受けている戦傷病者の方と
　　婚姻をした妻に支給します。

●「第十八回特別給付金」または「第二十回特別給
　付金」を受給されていた戦傷病者の妻の場合
　※上記国債を時効により失権した場合でも対象と
　なります。

　「戦傷病者等の妻に対する特別給付金」の特例支給
　◆戦傷病者の方が、平成 15 年 4 月 1 日から平成 18
　　年 9 月 30 日までの間に、一般の怪我や病気で死
　　亡（平病死）された場合に、その妻に支給します。

●請求期間／平成 26 年 9 月 30 日まで
●問合せ／社会福祉課　福祉政策課　 43-2288
　秋田県健康福祉部福祉政策課　援護班
　 018-860-1318

戦傷病者の妻の方々に
特別給付金が支給されます

  
　市では、高齢者等除排雪支援事業により購入した
融雪機・除雪機を、住民の皆さんにお貸しします。
　各地域センターに 1 台ずつ配備していますので、
ご利用ください。

●申込開始日／ 1 月 10 日から受付
●申込・問合せ／

　角館地域センター　 43-3309
　田沢湖地域センター　 43-1115
　西木地域センター　 43-2200
※利用者・利用団体への機械の貸し出しのみですの
で、作業は行いません。

融雪機・小型除雪機をお貸しします

◆除雪機…雪を飛ばす機械（ガソリン）
※どちらも機械の運搬・燃料等は利用者負担となります。

◆融雪機…雪を運び入れ溶かす機械（灯油）

semboku city information

市役所からの
お知らせ
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６
　～外国人住民が新たに
　　　住民基本台帳法の適用対象に加わります～

　平成 24 年 7 月から、新たな在留管理制度が導入さ
れ、現行の外国人登録制度は廃止されます。詳しく
はこちらをご覧ください。

【総務省ホームページ「外国人住民に係る住民基本台
帳制度について」】
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/zairyu.html

【入国管理局ホームページ「新たな在留管理制度がス
タート」】
http://www.immi-moj.go.jp/newimmiact_1/index.
html

●問合せ／市民課　 43-3307

外国人住民に係る住民基本台帳制度
について

　1 月から「仙北市東日本大震災支援本部」の連絡
先が次のとおりになります。お間違えのないように
お願いします。
　
　　　　【これまで】　　　　　　【1 月から】

電話　　43-0261　　→　　43-1111
FAX　　43-0281　　→　　43-1300

「東日本大震災支援本部」の
連絡先が変わります

　前年中に、給与・賞与等の支払をした事業所は、
受給者が 1 月 1 日現在で居住している市町村に給与
支払報告書を提出していただくことになっています。
◆「総括表」と「個人別明細書 24 」を一緒に提出し
　てください。
◆特別徴収と普通徴収を明確に分けてください。
　※特別徴収と普通徴収の間に仕切紙を入れる、個
　人別明細書適用欄に徴収区分を記載するなど。
◆前年度から引き続き特別徴収を希望する場合は、
　特別徴収義務者指定番号を必ず記入してください。
◆新たに特別徴収を希望する場合は、総括表右下の
　「＿年度分の特別徴収義務者指定番号」の蘭に朱　
書きで「新規特別徴収希望」と記載してください。
◆「総括表」と「個人別明細書」は各地域センター・
　出張所・税務課窓口に備え付けています。

●提出期限／1月31日（火）
●提出先・問合せ／
　税務課　 43-1117

事業主の皆様へ【お早めの提出をお願いします】

給与支払報告書（平成23年分）の
提出のお願い　

　平成 24 年度の償却資産の申告時期になりました。
事業で行われる償却資産を所有されている方は、賦
課期日（平成 24 年 1 月 1 日）現在所有の償却資産に
ついて、1 月 31 日（火）までに申告書の提出をお願
いします。
●申告していただく方／平成24年1月1日現在、仙北
市内で工場や商店などを経営していたり、駐車場や
アパートを貸し付けているなど、法人や個人で事業
を行っている方で、「償却資産」を所有されている方。
　法人や個人が事業を営むために所有している構築
物、機械、工具、備品などの固定資産を「償却資産」
といい、土地・家屋と同じく固定資産税がかかります。
　昨年申告された方には、申告書を 12 月下旬に発送
していますが、新規に事業を開始された方などお手
元に届かない場合は、ご連絡ください。

●提出期限／1月31日（火）
●提出先・問合せ／　税務課　 43-1117

償却資産の申告書
提出のお願い

・誰かと話がしたい！
・困りごとがある！
・料理を作りすぎて、誰かに食べてもらいたい！　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等々…
　仙北市では、いつでも誰でもふらっと行くことが
でき、ゆっくり自由に過ごせる憩いの場所がありま
せん。
　これから、ますます少子高齢化が進み、一人暮ら
しの方や高齢者の方だけの世帯が増えると推測され
ます。住み慣れた地域で、誰もが安心して自分らし
く暮らすためには、地域のつながりが大切です。そ
のつながりをつくる方法として「憩いの居場所づく
り」について一緒に考えてみませんか。そして、｢憩
いの居場所づくり｣ を始めてみませんか。
●参加対象者／憩いの居場所づくりを始めたい方、
関心のある方、各種団体の方、勉強会に興味のある
方など、どなたでも気軽にご参加ください。
●日時／ 2 月 14 日（火）　10：00 ～ 12：00 まで
●場所／西木温泉ふれあいプラザクリオン　2 階　
　多目的ホール
●内容／
　◆ 10：00 ～ 11：15　
　【基調講演】加藤　由紀子　氏　「の～んびり茶の間」
　NPO法人ふれあい天童（山形県）
　◆ 11：20 ～ 11：50
　基調講演のあとは、参加者でのふれあい、話し合
　いの場とします。
●申込方法／電話で長寿支援課へお申し込みくださ
　い。
●申込締切／ 2 月 13 日（月）正午まで、または定員
　50 人まで
●申込・問合せ／長寿支援課　 43-2281

仙北市地域支え合い体制づくり研修会
憩いの居場所づくり勉強会のご案内

　「農業委員会委員選挙人名簿登載申請書」について、
申請資格該当者（選挙権を有する方：下記要件）は、
申請書に必要事項を記入のうえ、返信用封筒で郵送
してください。

●選挙権を有する方／次の要件をすべて備えている
ことが必要です。
１．仙北市に住所を有すること。
２．年齢が平成 24 年 3 月 31 日現在で満 20 歳以上
　の人（生年月日が、平成 4 年 4 月 1 日以前の方）
３．次の事項のいずれかに該当すること。
　（１）経営主：10 アール（1,000㎡）以上の農地に
　　　　つき耕作の業務を営む人（経営移譲や農地等
　　　　の生前一括贈与を行った場合は、受けた方が
　　　　経営主となります）
　（２）家族等：上記経営主の同居の親族またはその
　　　　配偶者で、おおむね年間 60 日以上実際に耕
　　　　作に従事している人（自家農業従事日数のみ
　　　　でなく、雇用されて耕作に従事した日数も含
　　　　みます）

●提出期限／1月6日（金）まで返信用封筒で郵送
　してください。
※選挙人名簿は直接各対象世帯に送付しています。
●問合せ／選挙管理委員会　 43-1150
　農業委員会　 43-2209

「農業委員会委員選挙人名簿
登載申請書」提出のお願い

●空メールで簡単登録！
toroku@anshin.city.semboku.akita.jp

へ空メールを送信してください。返信されるメール
の内容に従って本登録を行ってください。

●仙北市安全・安心住民情報からも登録できます。
http://anshin.city.semboku.akita.jp

 ●問合せ／総合情報センター
　 43-3339

「仙北市安全・安心メール」に
ご登録ください！

　平成 23 年度から県道日三市角館線　鵜ノ先橋上流
にある小勝田頭首工の工事を実施しています。
　この頭首工は、碇地区への農業用水利の施設です
が、老朽化に伴い改修するものです。
　工事によりご不便等のないように配慮しています
が、お問い合わせ等ありましたら、下記までご連絡
いただきますようお願いします。
 ●問合せ／農山村活性課　農村整備係　 43-2207
　雲沢灌排協議会事務局（高橋） 53-2916　  　

小勝田頭首工改修工事のお知らせ

  
●募集予定期間／1月10日（火）～18日（水）
●募集業種・人数／作業員・1 人
●事業名／情報センター施設整備管理事業
●仕事内容／施設環境整備および駐車場監視業務
●雇用予定期間／ 2 月 1 日（水）から 2 カ月
●申込方法／ハローワーク角館からの紹介状と履歴
　書を総合情報センターへ持参してください。（郵送
　での受付はしません）
※採用については、書類および面接によって選考さ
せていただきます。
※仙北市臨時職員は、企業の景気悪化により解雇お
よび離職を余儀なくされた方、仙北市民の方を優先
させていただきます。
●問合せ／総合情報センター　 43-3339

仙北市臨時職員募集

市役所からのお知らせ
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選挙

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
は
大
震
災
、

原
発
事
故
と
大
変
な
年
で
し
た
。
被

災
者
、
関
係
者
の
方
々
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
直

後
の
各
人
の
落
ち
着
い
た
行
動
や
略

奪
の
少
な
さ
は
世
界
か
ら
称
賛
さ
れ
、

多
く
の
国
の
支
援
と
国
内
の
助
け
合

い
、
各
人
の
努
力
に
よ
っ
て
確
実
に

復
興
の
道
を
歩
ん
で
い
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
２
０
１
２
年
は
前
向
き
に

明
る
い
方
向
へ
進
む
こ
と
を
願
い
ま

す
。
さ
て
、
そ
の
原
動
力
と
な
る
礎

は
個
人
の
健
康
に
あ
り
ま
す
。
ア
ン

ト
ニ
オ
猪
木
氏
の
「
元
気
が
あ
れ
ば

何
で
も
で
き
る
！
」
は
言
い
得
て
妙
、

何
を
す
る
に
も
健
康
が
一
番
で
す
。

新
年
早
々
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

の
健
康
を
願
っ
て
〝
が
ん
〟
に
つ
い

て
の
話
題
で
す
。

独
立
行
政
法
人
国
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
が
ん
対
策
情
報
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
と
、
２
０
０
９
年
の
が

ん
死
亡
者
は
34
万
４
１
０
５
人
で
、

男
性
は
肺
が
ん
が
最
も
多
く
、
胃
、

大
腸
、
肝
臓
、
す
い
臓
の
順
、
女
性

は
大
腸
が
ん
が
最
も
多
く
、
肺
、
胃
、

す
い
臓
、
乳
房
の
順
で
し
た
。
そ
し

て
、男
女
と
も
消
化
器
が
ん
（
食
道
、

胃
、
大
腸
、
肝
臓
、
胆
の
う
、
胆
管
、

す
い
臓
）が
半
数
以
上
を
占
め
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
身
近
な
も
の
と

し
、
最
近
はiPhone

を
送

り
だ
し
た
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ

ズ
氏
が
す
い
臓
が
ん
で
56
歳
の
若
さ

で
逝
去
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い

と
思
い
ま
す
。
す
い
臓
が
ん
は
、
糖

尿
病
、
飲
酒
、
禁
煙
な
ど
が
危
険
因

子
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
あ

て
は
ま
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
初
期
の
が
ん
は
無
症
状

で
す
の
で
、
内
視
鏡
や
腹
部
エ
コ
ー

検
査
な
ど
で
、
早
期
に
が
ん
を
発
見

し
治
療
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
特

に
、
上
位
を
占
め
る
胃
が
ん
や
大
腸

が
ん
は
、
早
期
発
見
で
完
治
が
見
込

め
ま
す
。
カ
メ
ラ
に
抵
抗
が
あ
る
方

は
、
鎮
静
剤
（
眠
り
薬
）
を
注
射
し

て
検
査
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

角
館
総
合
病
院
で
は
、胆
の
う
、

胆
管
、す
い
臓
専
門
の
岩
野
、

消
化
管
専
門
の
神
山
、
今
月
か
ら
横

浜
市
北
部
病
院
よ
り
赴
任
す
る
消
化

器
全
般
の
杉
原
医
師
ほ
か
ス
タ
ッ

フ
一
同
が
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

元
気
が
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
！

ち
ょ
っ
と
だ
け
時
間
を
つ
く
っ
て
消

化
器
系
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
み
ま

せ
ん
か
？

市
立
角
館
総
合
病
院

消
化
器
内
科
科
長

　
　
　
　

岩　
野　
博　
俊

市立角館総合病院から

元
気
が
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る

消
化
器
が
ん
を
や
っ
つ
け
ろ
!! ！

右から 2 人目が岩野医師

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
今
年
で
10

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
活
動
を
続
け
て
来
ら
れ
ま
し

た
の
も
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
と
、
一
同
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
撮
影
に
使

え
そ
う
な
場
所
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
閲
覧
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
田
県
内
、

他
地
域
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
連
携
を
図
り
、

今
ま
で
以
上
に
映
像
製
作
を
受
け
入
れ
る
体
制
が
で
き
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
そ
う
い
っ
た
地
道
な
活
動
に
加
え
、
映
画
撮
影

の
舞
台
と
し
て
選
ば
れ
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
積
極
的
に

進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
動

に
ご
期
待
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
あ
た
た

か
い
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
会
長　
　

　
　

坂
本　

洋　
かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  43-3352

http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてＦ・Ｃ

ロケーションだより

　

仙
北
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が

12
月
4
日
に
告
示
さ
れ
、
同
11
日
に
投
開

票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

   

今
回
の
選
挙
は
、
合
併
前
の
旧
町
村
単

位
で
定
数
が
定
め
ら
れ
た
選
挙
区
で
実
施

さ
れ
、
第
1
選
挙
区
（
田
沢
湖
地
域
）、

第
２
選
挙
区
（
角
館
地
域
）
は
、
そ
れ
ぞ

れ
9
人
、
6
人
の
定
数
に
対
し
て
同
数
の

立
候
補
と
な
り
無
投
票
で
当
選
と
な
り
ま

し
た
。
第
３
選
挙
区
（
西
木
地
域
）
で
は

5
人
の
定
数
に
対
し
て
６
人
が
立
候
補
し

ま
し
た
。

　

投
票
日
の
12
月
11
日
、
午
前
7
時
か
ら

午
後
6
時
ま
で
第
３
選
挙
区（
西
木
地
域
）

内
4
個
所
の
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ
、

最
終
投
票
率
は
46
・
14
㌫
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
７
時
30
分
か
ら
西
木
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
開
票
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

仙
北
市
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
結
果

仙
北
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

第
３
選
挙
区
開
票
結
果

当
門
脇
博
美
（
61
歳
）　

西
木
町
桧
木
内

　

２
６
７
・
６
１
９
票

当
新
山
昌
樹
（
74
歳
）　

西
木
町
西
明
寺

　

１
６
８
票

当
田
村
博
美
（
77
歳
）　

西
木
町
小
山
田

　

１
６
４
・
３
８
０
票

当
沢
山
純
一
（
69
歳
）　

西
木
町
西
明
寺

　

１
３
４
票

当
藤
村
隆
清
（
54
歳
）　

西
木
町
小
渕
野

　

１
３
３
票

次
角
野
浩
民
（
72
歳
）　

西
木
町
小
渕
野

　

１
１
４
票

◆
有
権
者
数
／
２
１
３
７
人

◆
投
票
総
数
／
９
８
６
票

◆
有
効
／
９
８
１
票　

◆
無
効
／
５
票

【
投
票
所
別
投
票
率
】

◆
上
桧
木
内
／
37
・
69 

%

◆
桧
木
内
／
42
・
98 

%

◆
西
明
寺
北
／
61
・
03 

%

◆
西
明
寺
南
／
42
・
67 

%

第
１
選
挙
区
当
選
人

（
無
投
票
・
順
序
は
届
出
順
）

佐
藤
和
（
63
歳
）　

田
沢
湖
角
館
東
前
郷

倉
橋
重
基
（
54
歳
）　

田
沢
湖
生
保
内

高
橋
政
敏
（
52
歳
）　

田
沢
湖
神
代

千
葉
惣
永
（
65
歳
）　

田
沢
湖
生
保
内

大
山
久
雄
（
59
歳
）　

田
沢
湖
梅
沢

羽
川
正
幸
（
62
歳
）　

田
沢
湖
田
沢

真
崎
純
孝
（
61
歳
）　

田
沢
湖
卒
田

佐
藤
善
栄
（
60
歳
）　

田
沢
湖
刺
巻

藤
村
紀
章
（
36
歳
）　

田
沢
湖
岡
崎

第
２
選
挙
区
当
選
人

（
無
投
票
・
順
序
は
届
出
順
）

佐
藤
孝
典
（
61
歳
）　

角
館
町
下
川
原

青
柳
良
成
（
75
歳
）　

角
館
町
下
延

山
手
善
美
（
61
歳
）　

角
館
町
白
岩

鈴
木
八
寿
男
（
52
歳
）　

角
館
町
雲
然

糸
井
淳
（
64
歳
）　

角
館
町
山
谷
川
崎

山
本
實
（
73
歳
）　

角
館
町
山
谷
川
崎

推
薦
に
よ
り
選
ば
れ
た

農
業
委
員
会
委
員

【
農
協
推
薦
】

藤
川
栄
（
60
歳
）　

田
沢
湖
角
館
東
前
郷

【
共
済
推
薦
】

三
浦
猛
氏
（
51
歳
）　

田
沢
湖
神
代

【
土
地
改
良
区
推
薦
】

石
郷
岡
勇
一
（
61
歳
）　

角
館
町
雲
然

【
議
会
推
薦
】

藤
原
由
悦
（
68
歳
）
田
沢
湖
生
保
内

辻
均
（
63
歳
）
角
館
町
八
割

野
中
秀
人
（
63
歳
）
西
木
町
桧
木
内

黒
沢
龍
己
（
60
歳
）
角
館
町
山
谷
川
崎

農
業
委
員
会
会
長
に
羽
川
氏

　

12
月
20
日
、
第
16
回
仙
北
市
農
業
委
員
会
総
会

が
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
会
長

に
羽
川
正
幸
氏
、
会
長
職
務
代
理
者
に
藤
村
隆
清

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
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　市内5カ所の保育園に子育て支援センターがありま

す。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援す

る基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

【育児不安等についての相談指導】

　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこと

でもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の9：00～17：00。手紙・FAX

等はいつでも】

【子育てサークル等への支援】

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある

方はぜひご連絡ください。

【集いの広場の開設】

　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。保育園に入園していないお子さん

と、お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんな

どどなたでも参加できます。
　準備の都合上、参加される方は前日まで各保育園へご

連絡ください。

※持ち物等は各保育園にご確認ください。

日 健診名 対象者 場所
6日（金）3歳児 H20 年 6 月生

健康管理センター

（角館）

12日（木）2歳児歯科 H21 年 6 月生
13日（金）10カ月児 H23 年 3 月生
20 日（金）1歳6カ月児 H22 年 6 月生
27 日（金）4カ月児 H23 年 9 月生

日 時間 相談名 対象者 場所

19日
（木）

午前 7カ月児 H23 年 6 月生 健康管理センター

（角館）午後 12カ月児 H23 年 1 月生

日 受付時間 場所
10 日（火）

13：00 ～ 13：30 健康管理センター（角館）
16 日（月）
23 日（月）
31 日（火）

日 種類 場所
10日（火）ポリオ 田沢湖健康増進センター
11日（水）三種混合・BCG 西木保健センター
17日（火）三種混合・BCG 田沢湖健康増進センター
25日（水）三種混合・BCG 健康管理センター（角館）

乳幼児健診

乳児相談

母子手帳交付

予防接種

1月の健康カレンダー

【問合せ】仙北市保健課　　 55-1112

だしっこルーム（生保内保育園内）

43-1025　FAX 43-3256

11 日（水）／正月のあそびを楽しもう

18 日（水）／園庭で雪あそびを楽しもう

25 日（水）／お絵かきをしよう

　　　　　　　誕生会・身体測定

時間／ 9：30 ～ 11：30

子育て支援センター情報

わかばルーム（神代保育園内）

44-2502　FAX 44-2931

17 日（火）／雪あそびをしよう

24 日（火）／フリープレイングⅡ

31 日（火）／鬼の面を作ろう

時間／ 9：30 ～ 11：30

「わいわい広場」

20 日（金）／おもちゃを作ってあそぼう

　　　　　　　情報交換・身体測定

「赤ちゃん広場（0 ～ 1 歳児）」

さくらんぼルーム（ひのきない保育園内）

48-2345　FAX 48-2525

12 日（木）／リズムにあわせて動いてみよう

　　　　　　　身体測定

19 日（木）／栄養士さんから食事のアドバイス

26 日（木）／雪であそぼう

時間／ 9：30 ～ 11：20

いちごルーム（角館保育園内）

53-2918　FAX 53-2919

11 日（水）／からだを使ってあそぼう

25 日（水）／鬼の面を作ろう

☆角館児童館（旧角館保育園）で開催

時間／ 10：00 ～ 11：00

なかよしルーム（にこにこ保育園内）

47-2525　FAX 47-2323

11 日（水）／健康チェック・保健師さんのお話

18 日（水）／栄養士さんのお話

　　　　　　　おやつクッキング

25 日（水）／雪あそびをしよう

時間／ 9：30 ～ 11：30

　子ども同士のふれあいやお母さん方の交流のため、健康管理セン

ターのホールを開放します。

　お子さんを自由に遊ばせる広場としてお使いください。

●日時／ 10日（火）、23日（月）　9：30～11：30
【問合せ】仙北市保健課　  55-1112

1月　おやこ交流広場

1月の
　秋田市にある「親子のつどいの場・陽だ

まりサロン」オーナーの若松亜紀さんを講

師に迎え、子育てや女性の起業についての

講演会を開催します。

　お茶を飲みながらのアットホームな対話

形式の講座を予定しておりますので、ぜひ

ご参加ください！

【演題】

『あなたの人生、あなた色』

●日時／ 1月22日（日）10：00～

●場所／角館交流センター　第 1 研修室

　（入場無料・無料託児あり）

●参加申込期限／ 1 月 16 日（月）

●託児申込期限／ 1 月 13 日（金）まで

　（当日受付不可）

●申込・問合せ／仙北市企画振興課　男女

　共同参画担当　  43-1112　FAX 43-1300

　E-mail：kikaku@city.semboku.akita.jp

【講師プロフィール】若松亜紀さん

1968 年、仙北市西木町生まれ。2005 年、陽

だまりサロンをオープン。執筆や講演、コ

ミュニケーションやコーチングセミナーも

行う。

仙北市男女共同参画推進委員会主催

若松亜紀さん講演会

　
10
月
29
日
か
ら
２
日
間
、
秋
田
県
消

防
学
校
で
女
性
消
防
団
員
教
育
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
秋
田
県
消

防
協
会
が
年
々
増
加
し
て
い
る
女
性
団

員
を
対
象
に
初
め
て
開
催
し
、
仙
北
市

か
ら
は
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
消
火
器
を
使
っ
た
訓
練
で
は
、
住
民

の
方
へ
の
消
火
器
訓
練
指
導
方
法
を
学

び
ま
し
た
。
そ
の
他
普
通
救
命
講
習
、

訓
練
礼
式
、
意
見
交
換
で
は
参
加
者
全

員
が
各
団
の
活
動
内
容
、
消
防
団
入
団

の
き
っ
か
け
な
ど
を
発
表
し
、
２
日
間

共
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
友
情

と
絆
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
11
月
11
日
か
ら
２
日
間
、

香
川
県
で
行
わ
れ
た
全
国
女
性
消
防
団

員
活
性
化
大
会
に
こ
ち
ら
も
２
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
日
頃
の

活
動
で
得
ら
れ
た
教
訓
や
感
動
そ
し

て
、
将
来
の
女
性
消
防
団
員
の
活
動
の

展
望
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
わ
れ
、
全

国
か
ら
２
千
人
の
女
性
団
員
が
一
堂
に

集
ま
り
、
活
力
あ
る
発
表
な
ど
か
ら
大

き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
来
年
は
こ

の
大
会
が
秋
田
市
で
行
わ
れ
ま
す
。
全

国
、
そ
し
て
県
内
に
地
域
へ
の
愛
情
を

実
感
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身

近
で
頼
れ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
い
う

志
を
持
っ
た
方
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と

に
心
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ぁ
！
年
が
明
け
る
と
出
初
め
式
で

す
。
沿
道
か
ら
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

西
宮
　
三
春

がんばる！

　女性消防団

子育て
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【単行本】
「ヒア・カムズ・ザ・サン」有川浩／「春告げ坂」安

住洋子／「蛍の航跡」帚木蓬生／「さざなみの国」勝

山海百合／「吉田キグルマレナイト」日野俊太郎／「山

とそば」ほしよりこ／「徒然草 REMIX」酒井順子／「終

わり続ける世界のなかで」粕谷知世／「負けんとき

（上）・（下）」玉岡かおる／「梨の花咲く町で」森内俊

雄／「領土」諏訪哲史／「小澤征爾さんと、音楽につ

いて話をする」小澤征爾・村上春樹／「君のいない食卓」

川本三郎／「呪いの時代」内田樹／「ディア・グロリ

ア」木村太郎／「世界最小最強セッター」吉井妙子／

「日本鉄道美景」田中和義・今尾恵介／「無常という力」

玄侑宗久／「京都洋館ウォッチング」井上章一／「フェ

ルメール巡礼」朽木ゆり子・前橋重二／「西行と清盛」

五味文彦／「蕩尽王、パリをゆく」鹿島茂／「巴里ひ

とりある記」高峰秀子／「まいまいつぶろ」高峰秀子

【新書】
「いけばな」笹岡隆甫／「原発賠償の行方」井上薫／「一

流選手の親はどこが違うのか」杉山芙沙子／「社畜の

ススメ」藤本篤志

　新潮社から寄贈された図書を紹介します。

●新潮文庫新刊も多数寄贈されています。このほかた

くさんの新着図書が入ってきています。

新着図書

学習資料館

Books

●田沢湖図書館／ 1 日～ 4 日（年始休館日）、9 日、

10 日（成人の日振替休館日）、16 日、23 日、30 日

●学習資料館／ 1 日～ 4 日（年始休館日）、9 日、

10 日（成人の日振替休館日）、16 日、23 日、30 日、

31 日（月末整理休館）

●イベント交流館／1日～4日（年始休館日）、10日（成

人の日振替休館日）、16 日、23 日、30 日

1月の休館日のお知らせ

田沢湖図書館・学習資料館・イベント交流館

Information

【新しい本が入りました】
「放蕩記」村山由佳／「わび、さび、かわいい茶ガー

ルの休日」一品更屋／「赤ちゃんにもママにも優しい

安眠ガイド」清水悦子／「僕のお父さんは東電の社員

です」／毎日小学生新聞＋森達也／「怪優伝　三國連

太郎・死ぬまで演じつづけること」佐野眞一／「猫怪々」

加門七海／「お母ちゃんからもろた日本一の言葉」コ

シノジュンコ／「お屋敷散歩」内田青蔵／「左足の虹」

水原秀作／「待ち伏せ街道」志水辰夫／「望月青果店」

小手鞠るい／「マスキングテープでつくるかわいい雑

貨」学研／「ちくちく和小物」松下純子／「柴犬変顔

写真集　シバだもの」東邦出版／「江戸の大名屋敷」

原史彦／「歴史みちを歩く」森村宗冬／「江戸と東京

の坂　決定版古地図今昔散策」山野勝

【絵本】「へんしんかいじゅう」あきやまただし／「へ

び　のみこんだ　なに　のみこんだ」ツペラツペラ

【しかけ絵本】「ピーターラビットゆびにんぎょうえほ

ん」／「きんきらきんのはでなやつ」／「はなの　お

うち」＊ファンタスティックです。

【トピックス】
　田沢湖図書館 1 階が、明るく開放的に生まれ変わり

ました。どうぞご利用ください。

【1月のテーマ展示】
　『 風流　時代小説 』と題して、おんなたちが

主人公の時代小説を集めました。

　ひととき、タイムスリップしてみませんか？

1月のイベント・館内情報
田沢湖図書館

Information

郷土資料・学習コーナー

児童コーナー

●
公
的
年
金
制
度
と
は

　
高
齢
者
に
な
っ
た
と
き
、
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
、
一
家
の
担
い
手
が
死
亡
し
た

と
き
な
ど
に
所
得
補
償
を
行
い
、
本
人
ま
た

は
家
族
の
生
活
を
支
え
て
い
く
の
が
公
的
年

金
で
す
。

　
公
的
年
金
は
、
多
く
の
国
々
で
制
度
が
整

備
さ
れ
て
い
て
、
日
本
で
の
基
本
的
な
仕
組

み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
国
民
皆
年
金
（
全
て
の
国
民
が
年
金
保
障

　
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
）

②
社
会
保
険
方
式
（
保
険
料
の
納
付
実
績
に

　
応
じ
て
、
年
金
を
受
け
る
権
利
・
金
額
が

　
決
ま
り
ま
す
）

③
世
代
間
扶
養
（
現
役
世
代
の
納
め
る
保
険

　
料
が
、
今
の
高
齢
世
代
の
生
活
を
支
え
、

　
現
役
世
代
が
高
齢
者
に
な
っ
た
と
き
に
は
、

　
次
の
世
代
の
納
め
る
保
険
料
が
生
活
を
支

　
え
る
仕
組
み
、
す
な
わ
ち
「
世
代
と
世
代

　
の
支
え
合
い
」
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
）

●
公
的
年
金
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

①
生
涯
に
わ
た
り
支
給
さ
れ
る
終
身
年
金
で

　
あ
る
こ
と
。

②
年
金
水
準
が
、
年
金
受
給
者
の
生
活
の
基

　
本
的
な
部
分
を
支
え
て
い
る
こ
と
。

③
長
期
間
に
わ
た
っ
て
収
支
が
均
衡
す
る
仕

　
組
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

　
こ
の
た
め
、
日
本
の
公
的
年
金
は
、
国
民

全
体
で
保
険
料
を
出
し
合
い
、
社
会
全
体
で

支
え
て
い
く
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
公
的
年
金
制
度
の
創
設

　
日
本
の
公
的
年
金
は
、
労
働
者
を
対
象
と

し
た
労
働
者
年
金
保
険
制
度
（
厚
生
年
金
保

険
の
前
身
）
が
昭
和
17
年
に
実
施
さ
れ
、
そ

の
後
昭
和
36
年
に
自
営
業
者
な
ど
を
対
象
と

し
た
国
民
年
金
制
度
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
「
国
民
皆
年
金
体
制
」
と
な
り
ま
し
た
。

国民年金だより

国民
年金

『
み
ん
な
で
支
え
る
公
的
年
金
』

　
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　「
年
金
な
ん
て
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
」
と

思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

国
民
年
金
に
は
次
の
よ
う
に
様
々
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　●
メ
リ
ッ
ト
１

　
生
涯
の
年
金
額
は

　
保
険
料
の
１
・
７
倍
以
上

　
国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、
２
分
の

１
（
平
成
21
年
３
月
分
ま
で
は
３
分
の
１
）

が
国
庫
負
担
（
税
金
）
で
賄
わ
れ
て
い
る
た

め
、
支
払
っ
た
保
険
料
を
上
回
る
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
計
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省
の
試
算
で
は
、
１
９
８
５

年
生
ま
れ
（
２
０
０
５
年
に
20
歳
）
の
方
で

も
納
め
た
保
険
料
の
１
・
７
倍
以
上
と
な
り

ま
す
。

●
メ
リ
ッ
ト
２

　
老
後
を
支
え
る
終
身
保
障

　　
国
民
年
金
は
、
生
き
て
い
る
限
り
年
金
が

受
け
取
れ
る
一
生
涯
の
保
障
で
、
老
後
の
生

活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

『
国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
』

●
メ
リ
ッ
ト
３

　
ケ
ガ
や
病
気
、
万
が
一
の
と
き
に
も

　
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　　
国
民
年
金
は
老
後
の
保
障
だ
け
で
な
く
、

加
入
者
が
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
り
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
は
「
障
害
基
礎
年
金
」、
亡
く

な
ら
れ
た
と
き
に
は
そ
の
遺
族
に
「
遺
族
基

礎
年
金
」
が
支
給
さ
れ
る
な
ど
あ
な
た
の
生

活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
メ
リ
ッ
ト
４

　
納
め
た
保
険
料
は

　
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　　
納
め
た
保
険
料
は
、
確
定
申
告
の
際
に
全

額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
メ
リ
ッ
ト
５

　
国
民
年
金
は
経
済
の
変
動
に
も

　
負
け
ま
せ
ん

　
賃
金
や
物
価
の
変
動
に
あ
わ
せ
て
、
年
金

を
支
え
る
力
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
仕

組
み
に
よ
り
年
金
額
が
改
定
さ
れ
る
た
め
、

年
金
に
加
入
（
20
歳
）
し
て
か
ら
年
金
を
受

給
（
65
歳
）
す
る
ま
で
の
間
、
経
済
社
会
が

大
き
く
変
動
し
た
と
し
て
も
、
年
金
の
価
値

が
保
障
さ
れ
ま
す
。

文
化
情
報
は
っ
し
ん
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イベント

恒例行事！

第4回もちっこバイキング
体験

　農家のお母さん達と一緒にお餅をつい

て、30 種類以上の餅料理を、みんなで

いただくもちっこバイキング体験！

●日時／ 1 月 29 日（日）11：00 ～

なくなり次第終了　●場所／かたくり

館（西木町小山田字八津 249-1）　●体

験料／１人 1,000 円 　●主催／グリー

ン・ツーリズム西木研究会　●問合せ／

グリーン・ツーリズム西木研究会会長（藤

井）　 47-3103（FAX 兼）　＊申込

みは不要ですが、5 人以上の場合は事前

にお知らせください。

料理・お菓子づくり
試食交流会

　地域や家庭に伝わる料理やお菓子を農

家民宿等のお母さん達と一緒に作ってみ

ませんか？作った料理等は、その後、か

たくり館に持ち寄り、試食交流会を開催

します。皆さんぜひご参加ください。

●日時・場所／ 1 月 22 日（日）　

▲

①

10：00 ～　集合：各受入農家　

▲

②

10：00 ～ 11：30　料理・菓子づくり（5

人分程度）：各受入農家　

▲

③ 12：00

～ 13：30　②を持ち寄った試食交流

会：かたくり館　●体験料／無料　●対

象／子育て中の親子 10 組限定　●主催

／仙北市農山村体験推進協議会（事務局：

デザイン室）　●申込・問合せ／仙北市

農山村体験デザイン室　 43-3353

講座・講習

「雲然柿の風景」写真展

　農地・水環境保全事業の一環として郷

土に根付く「雲然柿」の風景写真展を下

記のとおり開催します。

●期間／ 1 月 10 日（火）～ 15 日（日）

●場所／角館プラザ内（正面玄関から

入り右側スペース）　●問合せ／雲沢農

地・水環境保全向上会議　高橋　 53-

2916

平成24年
『仙北市消防出初式』を
開催します

　新春恒例となっている仙北市消防出初

式が 1 月 6 日（金）に、開催されます。

　当日は西木温泉クリオンから西明寺小

学校まで消防団員、消防車両、音楽隊、

女性消防団員のカラーガードやバトンリ

ングによる分列行進が行われます。

　小学校前では観閲や市長と消防団長に

よる餅まきが行われます。ぜひ日夜仙北

市の防火・防災に努力している、仙北市

消防団の応援にお越しください。　　　

●出初式開催日程／ 1 月 6 日（金）　

▲

【団員集合】12：00・西木温泉クリオ

ン　

▲

【人員報告】12：10・西木温泉

クリオン駐車場　

▲

【分列行進】12：

20　
▲

【式典】13：20・西明寺小学

校　＊分列行進道路沿いの皆様は、ぜひ

応援よろしくお願いします。　●交通規

制／ 12：00 ～ 12：50（分列行進の間）

▲

車両通行止め：クリオン～西明寺小学

校　＊周辺の皆様には、大変ご迷惑をお

かけしますが、ご協力をお願いします。

●問合せ／仙北市環境防災課　 43-

3308

第 34 回児童生徒
県南美術展開催中！

　今年で 34 回目となる児童生徒県南美

術展が現在、角館町平福記念美術館で開

催されています。

　この美術展には例年 1,200 点を超え

る応募があり、今年も県南 7 市町村（仙

北市・大仙市・美郷町・横手市・湯沢

市・羽後町・東成瀬村）の小中学校 98

校から 1,219 点の作品が寄せられまし

た。子どもたちの力作は 1 月 29 日（日）

まで展示されますのでぜひご覧くださ

い。仙北市民は入館無料です。

●問合せ／角館町平福記念美術館　

　54-3888

神代地区新春懇談会

● 日 時 ／ 1 月 8 日（ 日 ）13：30 ～

●会場／温泉ゆぽぽ　●講演／「地域

防災について」　講師：秋田県総合防災

課　●懇親会費／男性 4,000 円　女性

3,000 円　＊講演の聴講だけのご参加

も歓迎します。　●問合せ／神代出張所

三浦　 43-1352　 FAX 52-4100

年末すす払い・
新春寒稽古日程 2012 年

新年寒稽古
【剣道】
●日時／ 1 月 5 日（木）～ 9 日（月）

18：30 ～ 21：00　●場所／角館武

道館

【柔道】
●日時／ 1 月 4 日（水）・5 日（木）9：

00 ～ 12：00　●場所／角館武道館

【合気道】
●日時／ 1 月 19 日（木）19：00　

●場所／角館武道館

【弓道】（大弓会）
新春奉納射会　●日時／ 1 月 1 日（日）

10：00 ～　●場所／神明社境内

初射会　●日時／ 1 月 14 日（土）9：

00 ～　●場所／角館武道館

【空手】（実践空手道武心会）
1 月 1 日（日）　9：00 ～ 17：00　

神明社境内、桧木内川水中稽古

寒稽古　●日時／ 1 月 8 日（日）　8：

00 ～ 16：00　●場所／武道館

●問合せ／武道協議会事務局　石川　

54-3678（城南堂歯科）

第 7回
仙北市民スキー大会

●期日／ 2 月 11 日（土）　●競技種目

／アルペン大回転（男女別）・スノーボー

ド大回転（男女別）・クロスカントリー

個人競技（小学生・一般 2 キロ・中学

生 4 キロ・男女ともクラシカル）・クロ

スカントリーリレー（フリー）　●参加

区分／

▲

小学生（学年ごと・男女別）　

▲

中学生（スキー部員・スキー部員以

外・男女別）　

▲

一般（男女・年齢別・

A 組 30 歳以下・B 組 31 歳～ 45 歳・

C 組 45 歳以上）　

▲

クロスカントリー

リレー競技は、小学校男女、中学校男女

とファミリー部門（男女混合、一般・小

中学生混合等）　●場所／

▲

アルペン・

スノーボード：たざわ湖スキー場　

▲

クロスカントリー競技：スポーツセン

タークロスカントリーコース　●参加

資格／仙北市に在住または勤務してい

る方　●参加料／個人競技：１人 200

円、クロスカントリーリレー・1 チーム

300 円　●申込締切／ 1 月 20 日（金）

16：00　＊期限厳守　●申込・問合せ

／申込書に必要事項を記入し、参加料を

添えて下記に申し込んでください。

仙北市体育協会事務局（勤労青少年ホー

ム内）（月～金・9：00 ～ 16：00）　

54-3474

仙北市生涯学習課　 43-3383

パソコンセミナーのご案内

　転職や再就職等を希望している 60 歳

未満の方を対象に、セミナーを開催しま

す。雇用保険受給者の方は、求職活動の

実績としてカウントできますので、ぜひ

ご参加ください。なお、応募の状況等に

より受付を早期に締め切る場合がありま

すので、ご留意ください。

『第 6 回パソコン入門コースセミナー（ パ
ソコン初心者対象）』
　主に職場で求められるワード・エクセ

ルの基本操作について学べます。

【機器の名称、キーボード操作、ファイ

ルの保存・コピー、文字やページ設定、

イラスト・図の挿入、表・グラフの作成等】

● 開 催 日 ／ 1 月 23 日（ 月 ）、24 日

（火）、30 日（月）、31 日（火）　●時

間／ 10：00 ～ 15：00　●場所／仙

北市総合情報センター　●申込期限／ 1

月 13 日（金）

◆受講料は無料、定員は 10 人です。

◆応募多数の場合は、選考となります。

◆セミナーの詳細やお申し込み方法は、

ハローワーク角館に設置している案内チ

ラシや協議会ホームページをご覧くださ

い。

●問合せ／仙北市雇用創造推進協議会

（商工課　緊急雇用対策室内）佐藤　

55-4858　FAX 54-4102　　

URL：http://koyou-semboku.jp/

田沢湖スキー学校
イベント情報

バッジテスト

【プライズテスト】2 月 26 日（日）・3

月 11 日（日）＊前日に事前講習あり

【級別テスト】1 月 8 日（日）・2 月 26

日（日）・3 月 4 日（日）・3 月 18 日（日）

【ジュニアテスト】1 月 9 日（月）・2 月

12 日（日）・3 月 20 日（火）

【ボードバッジテスト】2 月 26 日（日）

2012 年級別テスト強化キャンプ

　級別テストを目指す方、必見！

●期日／① 1 月 7 日（土）～ 8 日（日）

② 2 月 25 日（土）～ 26 日（日）　③

3 月 3 日（土）～ 4 日（日）　●募集対

象／級別テスト受験希望者　●料金／

6,000 円（講習料・事前講習料・保険

料含む）＊シーズン会員は 30％オフ　

●定員／ 15 人（定員になり次第締切）

●申込／申込用紙を FAX するか持参ま

たはスキー学校ホームページからお申

し込みください。

2012 シニア・レディースキャンプ

●開催日／ 1 月 21 日（土）～ 22 日（日）

●料金／ 10,000 円（講習料・事前講

習料・保険料含む）　●募集対象／シニ

ア・レディース選手権に出場される方・

してみたい方　●定員／ 15 人　●申

込／ FAX するか持参またはスキー学校

ホームページからお申し込みください。

SAJ ナショナルデモキャンプ

　田沢湖スキー学校所属のナショナルデ

モンストレーター「藤田潤子」による特

別なレッスンです。

●期日／① 1 月 28 日（土）～ 29 日

（日）レディースのみ　② 2 月 11 日（土）

～ 12 日（日）　●募集対象／ SAJ2 級

レベル以上　●料金／ 26,060 円（宿

泊費等含む、レッスンのみは15,500円）

●募集人数／各回 10 人（催行 5 人以

上）　●申込／ FAX するか持参または

スキー学校ホームページからお申し込

みください。

2012　こどもまつり

　好評いただいている『こどもまつり』

を今シーズンも開催します。スキーや雪

を通じたいろいろなあそびをしならが

ら、スキーも滑り、たくさんの友だちを

作って、楽しい 1 日にしましょう。お

昼には餅つきも準備しています。

●期日／① 1 月 22 日（日）　② 3 月

25 日（日）　●募集対象／スキーと雪

あそびを楽しみたい 5 歳～小学 6 年生

まで　●料金／各回 3,500 円（講習料、

保険料、諸経費を含む）＊リフト代別　

●定員／各回 20人（定員になり次第締

切）　●申込／申込用紙を FAX または

スキー学校ホームページからお申し込

みください。

2012 雪まつり＆餅つき！

親子で「スキーレッスン」

　子どもと一緒にレッスンしません

か？その日は、スキー場の雪まつり。お

昼には餅つきもあります。親子でぜひ参

加してください。

●期日／ 2 月 18 日（土）　●募集対象

／親子でスキーを習いたい小学 1 ～ 6

年生　●料金／スキー学校にお問い合

わせください。　●定員／ 15 組（定員

になり次第締切）　●申込／申込用紙を

FAX またはスキー学校ホームページか

らお申し込みください。

●申込・問合せ／田沢湖スキー学校　

46-2653　 FAX 46-2661

http://www.tazawako-ss.com/

仙北市出初め式

診
療
所

ク
リ
オ
ン

公民館

小
学
校

西明寺駅

通行止め区間

パソコン
セミナー
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「角館　雛めぐり」イベント第2弾！

つるし雛教室のご案内

　「角館 雛めぐり」イ

ベント第 2 弾は下記

のとおり「つるし雛

教室」を開催致しま

す。今回のつるし飾

りは、押絵とちりめ

ん細工を組合せたも

のを予定しています。

ご自分で作ったつる

し雛を内陸線やかつ

らぎに飾ってみませ

んか？

【つるし雛教室】

● 日 時 ／ 1 月 24 日（ 火 ）　13：00

～ 16：00　●場所／かつらぎ（仙北

市商工会角館本所 1 階）　●定員／先

着 20 人　●講習料／無料　●材料費／

2,500 円　●各自準備するもの／布切

はさみ、紙切はさみ、定規、木工用ボンド、

ボールペン、目打ち、セロテープ、ピン

セット　＊完成作品を「角館　雛めぐり」

の際、展示を予定していますのでご協力

をお願いします。　●申込受付／仙北市

商工会　 54-2304　●申込期限／

1 月 13 日（金）まで　●問合せ／中町

さんさん増田　 55-5503

角館のお祭りの保存・継承
を目的とした講座を開催
します

　角館のお祭り保存会では、角館のお祭

りの保存・継承を目的とした講座（全 3

回）を企画し、今まで 2 回の講座を開

催しました。最後の回は、菊地利雄氏が

講師を務めます。

●日時／ 1 月 15 日（日）14：00 ～

●講師／菊地  利雄  氏（元・秋田県文

化課学芸主事）　●演題／「秋田県内の

やま行事－文化財としての祭り－」　●

会場／角館樺細工伝承館　研修室 1　●

定員／ 50 人（先着順）　●入場料／無

料　●申込期日／ 1 月 10 日（火）　●

申込・問合せ／角館のお祭り保存会事務

局（仙北市教育委員会文化財課内）　

43-3384　FAX 54-1727

　　相談

社会福祉協議会
1月の心配ごと相談日程
　

　社会福祉協議会では、相談援助活動と

して心配事相談を行っています。地域や

日常生活で抱える心配ごとに相談員が適

切な助言を行い、相談内容によっては関

係機関へ連絡をとるなど、心配ごとの解

決の手助けをさせていただきます。お気

軽にご利用ください。

●日時・場所／

▲

11 日（水）13：00

～ 16：00・神代出張所　

▲

12 日（木）

13：00 ～ 16：00・社会福祉協議会

角館支所　

▲

16 日（月）10：00 ～

12：00・社会福祉協議会西木支所　

▲

18 日（ 水 ）13：00 ～ 16：00・ 田

沢湖総合開発センター　

▲

26 日（木）

13：00 ～ 16：00・社会福祉協議会

角館支所　●問合せ／仙北市社会福祉協

議会　 52-1624

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　

　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を

受け、国の仕事などについての苦情や意

見・要望を受け付け、皆さんと関係行政

機関との間に立って、その解決を図る、

いわば「行政と住民のパイプ役」です。

仙北市の行政相談委員は次の 3 人の方

で、自宅で相談を受付けていますので、

お気軽にご相談ください。

【行政相談委員】
◆難波　輝子　TEL 43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

◆大楽　進　TEL 53-2690

　角館町七日町 34

◆小西　範子　TEL 49-2154

　西木町上桧木内字中泊 97

●相談所開設日時・場所／

▲

1 月 11

日（水）13：00 ～ 16：00・神代出

張所　

▲

1 月 18 日（水）13：00 ～

16：00・田沢湖総合開発センター　●

問合せ／仙北市総務課　 43-1111

お知らせ

「角館　雛めぐり」

現代雛人形をかつらぎに
展示してみませんか？

　商工会では、様々な方々のご協力を得

まして 2 年前より角館雛めぐりを実施

し、県内外から多くの方が訪れ、ガイド

付き雛めぐりなどを楽しんでいただきま

した。

　今年度もこの事業をバージョンアップ

し、観光客の誘致に取り組んでいこうと

計画を進めています。

　その中で、雛人形等を飾りたくても飾

れないでいる方もいるかと思います。そ

うした雛人形等を商工会 1 階フロア「か

つらぎ」に一堂に集め、壮大な展示をし

たいと考えています。

　ついては、現代の雛人形や押絵、土人

形など何でも結構ですので	、お申し込

みいただき、ご協力くださいますようお

願いします。

●展示期間／ 2 月 18 日（土）～ 3 月

20 日（火）　●会場／かつらぎ（仙北

市商工会角館本所 1 階）　●申込期限／

1 月 20 日（金）　＊電話等でお申し込

みください。持ち込みできない方は、申

込みの際、その旨お伝えください。　●

申込・問合せ／仙北市商工会角館本所　

54-2304

平成 24 年度
国有林モニターの募集

　東北森林管理局は、国有林の管理・経

営に皆様の声を役立てていくため、モニ

ターを募集しています。

●募集人数／数十人程度　●募集期間

／ 1 月 4 日（水）～ 31 日（火）（当日

消印有効）　●任期／ 2 年間（平成 24

年 4 月～平成 26 年 3 月）　●内容／ア

ンケートへの回答、現地見学会・国有林

モニター会議への出席など　●申込／

応募資格・応募方法など、詳しくはお問

い合わせください。●問合せ／東北森林

管理局　国有林モニター係　 018-

836-2274　 FAX 018-836-2031

http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/

秋田県の 5百円記念貨幣
の引換を 1 月 18 日から
開始します

　平成 20 年度から 28 年度までの間、

47 都道府県ごとに図柄により発行され

る地方自治法施行 60 周年記念貨幣のう

ち、本年度後半に発行される 5 百円貨

幣（秋田県・岩手県・滋賀県）について、

以下のとおり引換えを行います。

●引換開始日／ 1 月 18 日（水）　●引

換取扱機関／銀行（ゆうちょ銀行含む）、

信用金庫、信用組合、商工組合中央金庫、

東北労働金庫、農林中央金庫、農業協同

組合　（その他、県が設置する施設等で

も引換えが行われる予定です。詳しくは、

『秋田県企画振興部地域活力創造課　

018-862-1238』へお問い合わせく

ださい。　●引換方法／取引金融機関の

窓口等で額面よる引換えとなります。　

●問合せ／東北財務局秋田財務事務所

　総務課　 018-862-4191

あきた環境優良事業所認
定制度および秋田県中小
企業等省エネ診断事業の
説明会が開催されます

　あきた環境優良事業所認定制度とは、

ISO14001 審査員有資格者が環境負荷

の簡単な把握方法や、容易に実行できる

環境に配慮した取組をご提案し、コスト

削減につながるためにサポートする制度

です。また、秋田県中小企業等省エネ診

断事業とは、省エネの専門家が事業所を

訪問し、具体的なエネルギーの使用状況

を無料で調査・診断し、コスト削減に向

けた省エネ対策をご提案するものです。

　スタッフ一丸となって、エコでエコノ

ミーな事業所にしてみませんか？

●日時・場所／ 1 月 12 日（木）13：

00 ～ 14：30　仙北地域振興局 別棟 

第五会議室　●申込方法／ FAX または

E-mail で事前に申し込みが必要です。

（15 社前後を予定）　●申込・問合せ

／特定非営利活動法人 環境あきた県民

フォーラム　 ・ FAX 018-839-8309 

E-mail  mail@eco-akita.org

1 月の休日歯科当番医

◆ 1 日／さいとう歯科クリニック

　（角館町） 53-2752

◆ 2 日／ながさか歯科医院

　（大仙市長野） 56-2255

◆ 3 日／小西歯科医院

　（美郷町六郷） 84-1118

◆ 8 日／こまい歯科医院

　（大仙市大曲上栄町） 62-4189

◆ 15 日／高橋歯科医院

　（大仙市神宮寺） 72-3211

◆ 22 日／くぼた歯科医院

　（田沢湖） 43-2233

◆ 29 日／カワラダ歯科医院

　（角館） 55-1188

＊市外局番はすべて「0187」

「仙北地域雇用促進就職面
接会」を開催します！

　雇用を取り巻く環境が大変厳しい状況

の中、活力ある仙北地域を目指して、人

材を求めている企業と働く先を探してい

る方々との交流の場を設け、お互いの理

解を深めることにより、企業の人材確保

と求職者の就職支援を目的に開催しま

す。

●日時／ 2 月 2 日（木）13：00 ～

16：00（受付開始・12：30）　●場

所／大仙市大曲交流センター（大仙市

大曲日の出町 2-7-53）　●参加費／無

料　●参加企業／ 30 社程度の予定（1

月 27 日頃に参加企業情報の提供可能）

【求職者の皆さんへ】

◆参加を希望される方は、履歴書と筆記

　用具をご持参のうえご参加ください。

◆事前の申し込みは必要ありません。

◆平成 24 年 3 月大学・高校等の卒業

　予定者も参加可能です。

◆受付は午後３時で終了します。

【企業の皆さんへ】

◆参加企業を募集中です。

◆求人募集中または求人を検討中の企

　業の方々は、多くの求職者と面接する

　チャンスですので、ぜひご参加くださ

　い。

◆参加希望の場合は事前に申し込みが

　必要ですので、お手数ですが仙北地域

　振興局にご連絡ください。

●問合せ／仙北地域振興局　総務企画

　部　地域企画課企画振興班　（担当：

　佐々木、磐田）　 0187-63-5226

秋田内陸線情報！

期間限定！貸切列車割引キャンペーン！
（40 名様ご利用で、1 人 1,250 円で往復

貸切可能できます）

　秋田内陸線では地域の皆様の日頃のご

利用に感謝して、期間限定で貸切列車の

割引キャンペーンを開始しました。通常

往復 65,000 円の貸切料金を 50,000

円でご提供します。

　車内会議や還暦のお祝い列車、ミニコ

ンサート列車などあなたのアイディアで

楽しみ方は無限大です。この機会に、皆

様のご利用をお待ちしています。

●期間／1月1日（日）～3月31日（土）

●貸切料金／お座敷車両・急行用車両　

往復 50,000 円（片道利用の設定はあ

りません）　●申込期限／乗車日の 2 週

間前まで　●申込・問合せ／秋田内陸縦

貫鉄道（株）　 0186-82-3231

今年は、乗って・買って応募できます。

2011秋田内陸線スタンプラリー開催中！

　内陸線に乗って、沿線協賛店で買って

スタンプを集めて応募すると温泉ペア

宿泊券など豪華景品が当たるスタンプラ

リーを開催中です。

　景品はスタンプ数に応じてグレード

アップします。スタンプカードは、内陸

線の有人駅や沿線約 100 店の協賛店で

お配りしています。協賛店については店

頭の表示の他、内陸線ホームページ・駅

のポスターでご覧いただけます。皆様の

ご応募お待ちしています。

●期間／ 3 月 5 日（月）まで　●景品

／

▲

ノーマルステージ（沿線スイーツ

詰め合わせボックス：スタンプ 5 個か

ら）　

▲

シルバーステージ（山のはちみ

つ屋スイーツセット：スタンプ 10 個

から）　

▲

ゴールドステージ（温泉ペ

ア宿泊券：スタンプ 15 個から）　●申

込・問合せ／秋田内陸縦貫鉄道（株）　

0186-82-3231　 FAX 0186-82-

3793　

1 月の献血（成分）日程

●日時／ 16 日（月）10：00 ～ 16：

00　●場所／田沢湖総合開発センター

●問合せ／仙北市保健課　 55-1112
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西木温泉　クリオン　 47-2010

【クリオンからのお年玉！2012 年新春特別企画】

1 月 1 日（日）～ 3 日（火）　9：00 ～

●その１　入湯回数券販売！

　回数券 12 枚綴り、通常 4,000 円のところを 3,000

円で販売します。

●その 2　お楽しみ抽選会！

　入湯・お食事・お買い物各ご利用料金 1,000 円に 1

回抽選できます。

※入湯回数券の購入は対象となりません。

※お楽しみ抽選会はなくなり次第終了となります。

●その 3　お買い得！特典付福袋販売！

　売店で販売します。

【年始「営業時間」のご案内】
● 1月1日（日）～ 3 日（火）
●日帰り入浴：9：00 ～ 21：00 まで（20：00 受付終了）
●レストランカタクリ：11：00 ～ 21：00 まで
　（20：30 ラストオーダー）
● 1月 4 日から通常営業となります。

株式会社　西宮家　 52-2438　

お正月も休まず営業しています。
● 1月1日（日）～ 3 日（火）
　レストラン北蔵では“ふる舞い酒”を用意し、皆様のご来
店をお待ち申し上げております。

株式会社　花葉館　 55-5888

● 1 月 1 日（日）～ 3 日（火）　宿泊ロビーで振舞酒

【沖縄料理フェア】

●日時／ 1 月 20 日（金）　18：30 ～ 20：30

●料金／ 4,200 円（税込）　飲み放題

【メンテナンス休館日】

1 月 24 日（火）～ 26 日（木）

【2012 年　辰年　第 15 回花葉館新春麻雀大会】

●日時／ 1 月 29 日（日）　受付 9：30　終了 17：30

●料金／お一人様 5,000 円（懇親会・賞品代含む）

＊ 1 団体、4 名様でお申し込み

●申込締切／ 1 月 23 日（月）

第 3 セクター情報

　大曲仙北広域市町村圏組合第 4 期介護保険事業

計画により、平成 23 年度（平成 23 年 12 月 1

日現在）の地域密着型サービス事業所を下記のよ

うに指定しましたのでお知らせします。

①事業種別：認知症対応型通所介護　②事業所名：

グループホーム花みづき　③住所：仙北市角館町

白岩下西野 1　④電話番号：55-5272　⑤開設

年月日：平成 23 年 10 月 1 日

①事業種別：小規模多機能型居宅介護　②事業所

名：ピュアののはな　③住所：仙北市田沢湖卒田

字上清水 48-1　④電話番号：52-4055　⑤開

設年月日：平成 23 年 12 月 1 日

「認知症なんでも相談所」に
ご相談ください

　大曲仙北地域の「地域密着型サービス事業所」に、

自宅で認知症の高齢者を介護する方などの悩みや

問題を解決するための手助けをする相談窓口「認

知症なんでも相談所」が設置されています。（見や

すい場所にステッカーが貼ってあります）

　窓口では、認知症介護の研修を受けた職員が、

認知症に関すること、介護に関することの相談に

対応しますので、困ったときや悩んだときは、ひ

とりで抱え込まずにまずはお近くの「認知症なん

でも相談所」にご相談ください。（設置事業所につ

いては広報せんぼく 4 月 16 日号をご覧になるか

介護保険事務所にお問い合わせのうえご確認くだ

さい）　また、相談の内容によっては、地域包括支

援センター、医療機関、福祉事務所など適切な機

関への取り次ぎや紹介などの援助も行います。

●問合せ／介護保険事務所　 0187-86-3910

～こちらもご利用下さい～

秋田県認知症コールセンター　 018-829-2275

受付時間　9：00 ～ 17：00

（日曜日、祝日、年末年始を除きます）	

介護保険事務所からのお知らせ

　軽油引取税の免税制度は平成 24 年 3 月 31 日までとなっていますが、

制度継続の場合に向けて、報告書の受領とともに（仮）申請の受付を行い

ますので、希望する方は必要書類を持参し、各会場で手続きをしてください。

【申請日程・場所】

◆角館／ 1 月 25 日（水）10：00 ～ 15：00

　角館交流センター　多目的ホール

◆田沢湖／ 1 月 26 日（木）13：00 ～ 15：00

　田沢湖総合開発センター　大集会室

◆西木／ 1 月 27 日（金）10：00 ～ 15：00

　西木総合開発センター　2 階集会室

●準備するもの（個人申請の場合）

初めて申
請する方

使用者証の交付
日が 平成 21 年
以前の方

使用者証の交付
日が平成 22 年
以降の方

免税軽油使用者証 ○ ○

印鑑 ○ ○ ○

耕作証明書（農業委員会発行）

平成２３年中に購入した免税

軽油の納品書
○ ○

平成２３年中の免税軽油の引

取に係る報告書
○ ○

農業用機械の購入証明書 ○ ○※ 1 ○※ 1

農業生産施設の図面 ○※ 2 ○※ 2 ○※ 2

※１　機械に変更、追加がある場合

※２　農業用機械で農業用生産施設（ビニルハウス、畜舎等）の除雪を行

　　　う場合

　共同申請の場合は、申請者全員の印鑑と耕作証明書が必要です。

●その他／

①上記の会場で申請できなかった方は、仙北地域振興局県税課窓口で、2

　月 16 日以降に申請くださるようお願いします。

②免税証の交付は平成 24 年 4 月以降となります。

③免税軽油使用者証の交付（新規・更新）手数料（県証紙 400 円）は、免

　税証の交付時に納付していただきます。

④免税制度が平成 24 年 3 月で廃止の場合、（仮）申請は無効とし、免税

　軽油使用者証と免税証の交付は行いません。

●問合せ／仙北地域振興局　県税課　 0187-63-5222

農業用の「免税軽油の引取り等に係る報告書」
の提出と平成 24 年度 4 月以降の免税証（仮）
申請受付について
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、
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光
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。
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／
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光
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●大腸がん検診の研究に参加中の方　

　“ 生活習慣に関する質問票提出のお願い ”　

　お手元に『生活習慣に関する質問票』は、残ってい

ませんか？アンケートにお答えいただくと、あなたの

食生活を見直すきっかけをくれる【栄養計算結果】を

お返し致します。ぜひ、ご提出ください（平成 21 年度

参加者のうち 200 人、平成 22 年度参加者のうち 250 人、

本年度参加者のうち 100 人の方が、未提出です）

● 1 ～ 3 月の大腸がん検診　
検診日程 受付時間 検診会場

１
月

11 日（水） 16：00 ～ 19：00

健康管理センター15 日（日）   9：00 ～ 12：00

23 日（月） 11：00 ～ 14：00

２
月

  1 日（水） 16：00 ～ 19：00
西木保健センター

  5 日（日）   9：00 ～ 12：00

13 日（月） 11：00 ～ 14：00 西木総合開発センター

22 日（水） 16：00 ～ 19：00

田沢湖総合開発センター26 日（日）   9：00 ～ 12：00

３
月

  5 日（月） 11：00 ～ 14：00

13 日（火）

16：00 ～ 19：00

西木保健センター

14 日（水） 神代就業改善センター

15 日（木） 健康管理センター

明けましておめでとうございます。

今年も引き続き、大腸がん撲滅キャンペーンの年とし

て、仙北市を挙げてこの事業に取り組んでいきます。

健康維持のため、検診は毎年受けましょう！

ご質問・お問い合わせは、仙北市健康管理センターまで　 55-1112　月～金曜日　9：00 ～ 17：00（祝日・年末年始を除く）

大腸がん撲滅キャンペーン（これからの大腸がん検診）

●がん撲滅推進ボランティア活動報告 

～意欲あるボランティアを募集しています！～
　仙北市では健康アドバイザーの専門家を招いて、市

民有志によるがん撲滅推進ボランティア活動を行なっ

ています。メンバーは随時受け付けていますのでご興

味のある方は健康管理

センターまでお問い合

わせください。

※毎年病院等で大腸がん検診を受けており、来年度以降便提出容器

が不要な方は、下記までお知らせください。 写真は 12 月 5 日の様子



1

2

3

4

5

6
仙北市消防出初式
■時間　12：00 ～　■場所　西木温泉クリオン～西明寺小学校

仙北市新春書初大会
■時間　9：00 ～ 12：00　■場所　角館交流センター

7

8 神代地区新春懇談会
■時間　13：30 ～　■場所　温泉ゆぽぽ

9

10
認知症の方を支える家族の会
■時間　10：00 ～ 11：30　■場所　西木総合開発センター

「雲然柿の風景」写真展　　　～ 15 日（日）まで

■場所　角館プラザ内　
　

11
行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

12
社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　社会福祉協議会角館支所

仙北市商工会　新春会員大会
■時間　16：00　■場所　温泉ゆぽぽ

13

14

15 角館のお祭りの保存・継承を目的とした講座
■時間　14：00 ～　■場所　角館樺細工伝承館

16
社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　10：00 ～ 12：00　■場所　社会福祉協議会西木支所

成分献血
■時間　10：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

17

18
行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

19

20

水

仙北市の行事予定

1月1日（日）～20日（金）

水

日

月

木

月

木

土

日

金

土

火

金

日

金

木

月

火

水

火
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▼最近、様々なところでプロスポー

ツ選手や組織のトップの方々の講

演会などが行われ、参加しました。

共通して、強い信念をもって行動

し、成功の影に多くの失敗を重ね

ていると感じました。２０１２年

は、いつもの行動範囲から足を伸

ばし、見聞をより広めたいと思い

ます。（SA）　 ▼ 2011 年を振り

返ると、大震災などがあり、忘れ

られない年でした。そして、とて

もあわただしく過ぎた年でした。

2012 年は、もう少しゆとりをもっ

て仕事ができるようスキルアップ

し、また、市内の新たな魅力を発

見できるよう、いろいろなところ

を回ってみたいと思います。（ＴR）

▼年内の発行になりましたが 1月

1日号をお届けします。今回は 26

ページ。ごゆっくりお読みくださ

い。年内の編集作業も終了しまし

た。新年を迎えるにあたり、少し

職場の机回りを整頓しなくては。

あ、家の大掃除も…。皆さんは新

年を迎える準備はお済みですか。

（YO）

編集後記

○○のつぶやき

　おたんじょうおめでとう  〈氏名（保護者）住所〉
髙橋  快

か い と

斗　  ( 好則 ) 生保内字浮世坂

藤肥  芽
め い

依 　 ( 友秋 ) 小松字山崎

佐藤  一
いっせい

惺　  ( 仁志 ) 梅沢字森腰

妻野  咲
さ き

輝　  ( 辰範 ) 梅沢字丸山

羽場  仁
に こ

子  　( 信仁 ) 卒田字上信田

湯澤  蓮
れん

   　　( 満 ) 金山下

井上  翔
と む

夢   　( 健太 ) 水ノ目沢

藤邑  望
のぞむ

　   　( 郁 )　岩瀬

渡邊  ねいろ   ( 克徳 ) 表町上丁

高辻  信
しんぺい

平 　  ( 洋暁 ) 上新町

小木田  蘭
らん

  ( 敏行 )　西勝楽町

小玉  そら  ( 明良 ) 川原中道

武藤  麗
る あ ら

愛  ( 雄也 ) 桧木内字松葉

 　　　　　　　　　　　   
  

出生　１４人
死亡　３７人
転入　２９人　
転出　３９人

人口の動き 11 月   （前月比）　（前年同月比）

   人口　   ２９，９７４人　  （－３３）　（－４１０）
  （男）　　１４，０６９人　  （－１４）　（－１８３）
  （女）　　１５，９０５人　  （－１９）　（－２２７）
  世帯数　１０，８４２世帯（－１１）　（＋　２１） 11 月届出分・敬称略

戸籍の窓口から

【仙北市社会福祉協議会へ】

田口光人 ( 生保内字下滝沢 )　
佐藤善昭 ( 刺巻字明戸 )
石沢キヌ ( 岩瀬 )

ありがとうございます

善  意

(11 月受付分 )  敬称略

おくやみもうしあげます  〈氏名（年齢）住所〉
髙橋  タキ　  　(91) 田沢字春山

千葉  ナツ　　  (81) 生保内字下高野

宮田  モゝヱ　  (82) 生保内字牛沢

鈴木  トキノ　  (92) 生保内字武蔵野

三浦  順子　　  (75) 生保内字街道ノ上

佐々木  利智子  (74) 生保内字中宿

星野  昭雄　　  (81) 生保内字小杉沢口

小玉  隆三　　  (65) 刺巻字刺巻

平岡  昌子　　  (85) 小松字寄合

鈴木  トミ　　  (84) 神代字中村

板谷  久司　　  (91) 卒田字上清水

羽場  イシノ   　(94) 卒田字北竹原

髙橋  三郎　  (91) 中菅沢

髙橋  龍四郎  (89) 中菅沢

山本  馥夫　  (86) 上野

髙橋  芳郎　  (87) 上野

金谷  隆司　  (81) 岩瀬

梁田  テイ　  (99) 外ノ山

大澤  和美　  (44) 表町上丁

陶  日出男　  (87) 裏町

佐々木  章　  (68) 岩瀬町

吉澤  正一郎  (80) 西勝楽町

遠田  浩二　  (60) 西勝楽町

菅原  信子   　(89) 西長野中泊

菅原  莊治　  (98) 西長野中泊

眞田  アキヱ  (92) 雲然荒屋敷

石郷岡  龍夫  (83) 雲然碇

髙橋  セツ　  (86) 雲然田中

鈴木  久　　  (81) 下延段添

廣庭  佳子　  (71) 白岩前郷

野口  善一　  (62) 桧木内字山口

橋本  武志　  (82) 桧木内字松葉

佐藤  濠太郎  (90) 門屋字入江

伊藤  勇一　  (86) 上荒井字上橋元

加藤  久　　  (84) 上荒井字中屋敷

【角館町育英会へ】

小西とよし ( 田町上丁 )　

　

12
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
、
角
館

交
流
セ
ン
タ
ー
で
世
古
寸
喜
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
角
館
町
世
古
寸
喜

展
世
話
人
会
（
小
林
和
也
代
表
世
話

人
）
主
催
。
昭
和
28
年
に
絵
の
好
き

な
有
志
が
、
そ
れ
ぞ
れ
絵
を
持
ち
寄

り
、
そ
の
売
上
で
角
館
町
の
養
老
院

に
餅
を
贈
っ
た
の
が
始
ま
り
で
、
以

来
、
歳
末
助
け
合
い
運
動
と
し
て
毎

年
12
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
当
市
ゆ
か
り
の
著
名

人
や
地
元
の
画
家
、
写
真
家
な

ど
の
色
紙
や
作
品
97
点
を
販
売
。

61
万
３
６
０
０
円
を
売
り
上
げ
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

第
59
回
世
古
寸
喜
展

歳
末
助
け
合
い　

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
う
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